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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

マルチポイント LVDS (M-LVDS) トランシーバ

概要

DS91C176/DS91D176 は、 マルチポイント ・ ネットワークを使用
するアプリケーション (ATCA ベース ・ システムおよび μTCA
ベース ・ システムでのクロック分配など ) 向けに設計された、
100MHz シングル ・ チャネル構成の M-LVDS (Multipoint Low  
Voltage Differential Signaling) トランシーバです。 M-LVDS は、  
マルチドロップ ・ ネットワークに最適化された新しいバス ・ インタ
フェース規格 (TIA/ EIA-899) です。 制御されたエッジ・レート、 
精度の高い入力レシーバのスレッショルド、 強化された駆動能
力によって、 M-LVDS デバイスはマルチポイントネットワークで
信号を分配する場合の最適な選択肢となります。

DS91C176/DS91D176 は、 ドライバの入力部で LVTTL/ 
LVCMOS 信号を受けて、 それを差動 M-LVDS 信号に変換す
る半二重トランシーバです。 レシーバの入力部では、 小振幅
差動信号 (LVDS、 B-LVDS、 M-LVDS、 LV-PECL、 CML) を
受けて、それを 3V の LVCMOS 信号に変換します。DS91D176
は、 オフセットのない M-LVDS タイプ 1 のレシーバ入力を備え
ています。 DS91C176 のレシーバは、 フェイルセーフ機能を備
えた M-LVDS Type 2 仕様です ( オフセットあり )。

特長

■ DC ～ 100MHz ＋ / 200Mbps ＋、低消費電力、低 EMI 動作

■ ATCA、 μTCA クロック分配ネットワークに最適

■ TIA/EIA-899 M-LVDS 規格に準拠またはそれ以上の性能

■ 同相電圧範囲が広いためノイズ耐性が高い

■ DS91D176 のレシーバ入力部はタイプ 1

■ DS91C176 はフェイル ・ セーフ機能付きタイプ 2 
レシーバ内蔵

■ 工業用温度範囲

■ 省スペース SOIC-8 パッケージ

AdvancedTCA におけるクロック分配システムでの代表的なアプリケーション

DS91D176/DS91C176
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接続と論理図

Top View
Order Number DS91D176TMA, DS91C176TMA

See NS Package Number M08A 

製品情報

M-LVDS レシーバの種類

EIA/TIA-899 M-LVDS 規格には、 レシーバの入力部が 2 種類 
規定してあります。 タイプ 1 のレシーバのスレッショルドは、 入
力信号の振幅のちょうど中間の電圧 (VID/2) を中心電圧に設定
した従来のスレッショルドです。 タイプ 2 のレシーバは、 VID/2
よりも 100mV 高いオフセット電圧が最初から設定してあります。
タイプ 2 のレシーバに設定されたオフセット電圧は、 その入力
ピンが開放されたときにも短絡したときにも必ず出力ピンが Low
レベルになるフェイルセーフ回路としての機能を果たします。

FIGURE 1.   M-LVDS Receiver Input Thresholds
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件の電源電圧と動作周囲温度を対象 (Note 2、 3、 4、 8)。

電源電圧 (VCC) － 0.3V ～＋ 4V

制御入力電圧 － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

ドライバ入力電圧 － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

ドライバ出力電圧 － 1.8V ～＋ 4.1V

レシーバ入力電圧 － 1.8V ～＋ 4.1V

レシーバ出力電圧 － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

最大パッケージ許容損失 ( ＋ 25 ℃時 )

 SOIC パッケージ 833mW

 SOIC パッケージ ・ 
 ディレーティング

＋ 25 ℃以上で 6.67mW/ ℃

熱抵抗 (4 層、 2 オンス、 銅、 JEDEC)

 θJA 150 ℃ /W

 θJC 63 ℃ /W

最大接合部温度 150 ℃

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

リード温度 ( ハンダ付け 4 秒 ) 260 ℃

ESD 耐圧 : 
 (HBM 1.5kΩ、 100pF) ≧ 8kV

 (EIAJ 0Ω、 200pF) ≧ 250V

 (CDM 0Ω、 0pF) ≧ 1000V

最小値 代表値 最大値 単位

電源電圧 (VCC) 3.0 3.3 3.6 V

バス端末での電圧 － 1.4 ＋ 3.8 V

 ( 分離または同相電圧 )

差動入力電圧 VID 2.4 V

LVTTL 入力電圧 
 (High レベル ) VIH 2.0 VCC V

LVTTL 入力電圧 
 (Low レベル ) VIL 0 0.8 V

動作周囲温度 TA － 40 ＋ 25 ＋ 85 ℃
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電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 推奨動作条件の電源電圧と動作周囲温度を対象 (Note 2、 3、 4、 8)。
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スイッチング特性

特記のない限り、 推奨動作条件の電源電圧と動作周囲温度を対象 (Note 3、 8)。

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 この値を超えるとデバイスの安全を保証できない値のことです。 デバイスがこの規格値で正常に動作することを意味している

わけではありません。 デバイスの動作条件は 「電気的特性」 の各表により規定されています。

Note 2: デバイス ・ ピンに流れ込む電流を正と定義し、 デバイス ・ ピンから流れ出る電流を負と定義しています。 特記のない限り、 電圧はすべてデバイスの

グラウンドを基準とした値です。

Note 3: すべての代表値は、 VCC=3.3V、 TA=25 ℃での値です。

Note 4: このデータシートは、 正の値の最小値 ( すなわち 0 に最も近い正の値 ) または負の値の最大値 ( すなわち 0 から最も離れている負の値 ) を 「最小

値」 とする、 代数学での慣習に従っています。

Note 5: tSKD1、 |tPLHD － tPHLD| は、 同チャネルの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジとの間の伝搬遅延時間の差の大きさを表しています。

Note 6: デバイス間スキュー tSKD3 は、 規定されている差動伝搬遅延時間の最小値と最大値の差として定義されています。 本仕様は、 双方のデバイスに同 

じ VCC が供給されていて、 動作温度範囲内で温度差が 5 ℃以内の場合に適用されます。

Note 7: 信号源、 取付具に起因するジッタは含まれません。

Note 8: CL には取付具の静電容量が含まれ、 CD にはプローブの静電容量が含まれます。

Note 9: 製品の出荷試験はしていません。 特性を決定する際にサンプルに対して行った統計的分析により保証する値です。
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テスト回路と波形

FIGURE 2.   Differential Driver Test Circuit

FIGURE 3.   Differential Driver Waveforms

FIGURE 4.   Differential Driver Full Load Test Circuit
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テスト回路と波形 ( つづき )

FIGURE 5.   Differential Driver DC Open Test Circuit

FIGURE 6.   Differential Driver Short-Circuit Test Circuit

FIGURE 7.   Driver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit
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テスト回路と波形 ( つづき )

FIGURE 8.   Driver Propagation Delays and Transition Time Waveforms

FIGURE 9.   Driver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 10.   Driver TRI-STATE Delay Waveforms
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テスト回路と波形 ( つづき )

FIGURE 11.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit

FIGURE 12.   Type 1 Receiver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

FIGURE 13.   Type 2 Receiver Propagation Delay and Transition Time Waveforms
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テスト回路と波形 ( つづき )

FIGURE 14.   Receiver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 15.   Receiver TRI-STATE Delay Waveforms
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関数表

DS91D176/DS91C176 Transmitting

X―指定なし 
Z―高インピーダンス状態

DS91D176 Receiving

X―指定なし 
Z―高インピーダンス状態

DS91C176 Receiving

X―指定なし 
Z―高インピーダンス状態

DS91D176 Receiver Input Threshold Test Voltages

H — High レベル 
L — Low レベル 
出力状態は、 レシーバが使用可であること (RE = L) を前提としています。

DS91C176 Receiver Input Threshold Test Voltages

H―High レベル 
L―Low レベル 
出力状態は、 レシーバが使用可であること (RE ＝ L) を前提としています。
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ピン説明

代表的な性能特性

Supply Current vs. Frequency

50Ω 終端ドライバのクロック ・ パターンを使用して測定された消費電流。 
VCC ＝ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃。

Output VOD vs. Load Resistance

VCC ＝ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃

FIGURE 16.   SOIC performance Characteristics

ピン番号 ピン名 説明

1 R レシーバ出力ピン

2 RE レシーバ ・ イネーブル ・ ピン。 RE を High レベルにするとレシーバは使
用不可になります。 RE を Low レベルか開放にすると使用可になりま
す。

3 DE ドライバ ・ イネーブル ・ ピン。 DE を Low レベルにするとドライバが使用
不可になります。 DE を High レベルにするとドライバが使用可になりま
す。

4 D ドライバ入力ピン

5 GND グラウンド ・ ピン

6 A 非反転ドライバ出力ピン / 非反転レシーバ入力ピン

7 B 反転ドライバ出力ピン / 反転レシーバ入力ピン

8 VCC 電源ピン、 ＋ 3.3V ± 0.3V
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置ま たはシス テムと は（ a） 体内に外科的に使用さ れる こ と を意図さ れたも の、 ま たは (b) 生命を維持ある いは
支持する も のをいい、 ラ ベルによ り 表示さ れる 使用法に従って適切に使用さ れた場合に、 こ れの不具合が使用者に身体的障害を与
える と 予想さ れる も のをいいま す。 重要な部品と は、 生命維持にかかわる 装置ま たはシス テム内のすべての部品をいい、 こ れの不
具合が生命維持用の装置ま たはシス テムの不具合の原因と なり それら の安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想さ れる も のをいい
ま す。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ のド キュ メ ント の内容はナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社製品の関連情報と し て提供さ れま す。 ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社  
は、 こ の発行物の内容の正確性ま たは完全性について、 いかなる 表明ま たは保証も いたし ま せん。 ま た、 仕様と 製品説明を予告な
く 変更する 権利を有し ま す。 こ のド キュ メ ント はいかなる 知的財産権に対する ラ イ センス も 、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る 惹起、
ま たはその他を問わず、 付与する も のではあり ま せん。

試験や品質管理は、 ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社が自社の製品保証を維持する ために必要と 考える 範囲に用いら れま す。 政府が 
課す要件によ って指定さ れる 場合を除き 、 各製品のすべてのパラ メ ータ の試験を必ずし も 実施する わけではあり ま せん。 ナショ ナ
ル セミ コ ンダク タ ー社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する 義務は負いかねま す。ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社の部品  
を使用し た製品およ び製品適用の責任は購入者にあり ま す。 ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社の製品を用いたいかなる 製品の使用ま  
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 およ び動作上の安全手段を講じ なければなり ま せん。

それら 製品の販売に関する ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社と の取引条件で規定さ れる 場合を除き 、ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社  
は一切の義務を負わないも のと し 、 ま た、 ナショ ナル セミ コ ンダク タ ー社の製品の販売か使用、 ま たはその両方に関連する 特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないし は特許、 著作権、 ま たは他の知的財産権の侵害に関連し た義務ま たは保証を含むいかなる 表
明ま たは黙示的保証も 行いま せん。

National Semiconductor と ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ターのロゴはナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブ ラ ン ド     
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。

Copyright © 2010 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧 く だ さい。

外形寸法図 単位は millimeters

Order Number DS91D176TMA, DS91C176TMA
See NS package Number M08A 
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